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新型コロナウィルス感染症拡大防止の取組-その1

１．３密を避けるための校内施設の表示
 ソーシャルディスタンスの確保

（壁40ヶ所、フロア28ヶ所）

 ベンチに座るときの間隔・昇降口・手洗い場・

トイレなどの整列間隔（合計49か所）

 全ての階段に３密回避及び右側通行の表示(16ヶ所）

 窓の定期的な開放による室内換気

(全教室・中央フロア・体育館・職員室）
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新型コロナウィルス感染症拡大防止の取組-その2

２．３密を避けるための日常の行動
【生徒】
 毎朝体温を測定をしてから登校し、

健康チェックカードに記入する。

 教室移動時は必ず手洗いをする。

 手洗いタイムを設定し、その時間には
必ず手洗い、うがいをする。

 給食配膳時の整列間隔の確保の実施。

 給食を食べる場所を増やし、昼食時
の生徒同士の間隔を広く確保する。

 全生徒が前を向いて給食を食べる。

 登校時に必ず手指消毒を行う。



【教職員】
 全教職員が毎朝体温を測定し、

チェックカードに記入する。

 職員室を出入する度に手指消毒をする。

 校内施設の手指の触れる全ての
手すり、取手などを毎日消毒する。

 毎日マスクを着用する。

 サーモグラフィを用いて生徒登校時

の検温チェックを実施する。



新型コロナウィルス感染症拡大防止の取組-その3

3. 部活動での行動
（１）部活動開始前および終了後の手指消毒を確実に行う

（２）校内の更衣室を複数使い、着替え時の生徒の分散を図る。

（３）生徒同士が極力近距離対面とならない向きで、接触を避ける練習をする。

（４）活動時には常に各自がソーシャルディスタンスを確保して行う。

（５）練習時以外はマスクを外さない。

（６）練習に使用した用具類は、使用後に全て消毒し、所定の場所で管理する。

（７）室内部活動においては、定期的に窓を開放して換気を十分に行う。

（８）各部の部室に大勢で立ち入らず、また常に整理整頓をし、清潔に保つ。

（９）新型コロナウィルス感染症拡大防止対策とともに部活動時の熱中症指数（WBGT）

が31℃を超えたときは活動を中止する。

(10)部活動中は常に生徒の様子を観察し、体調面等に異常が見られたら直ちに処置をする。

(11)当日の練習スケジュールを作成し、その中に適宜の休憩、水分補給をすることを明記し、

それを確実に実行する。



新型コロナウィルス感染症拡大防止の取組-その４

４. 新型コロナウィルス感染症拡大防止のための定着活動

（１）始業式や朝礼時に学校からの注意喚起

（２）各担任による個別指示、指導

（３）新型コロナウィルス感染症拡大

防止に関連するポスターを掲示し、

感染拡大防止に対する意識の定着

今後の状況の変化に応じ、東京都、西東京市と
連携して対応をいたします

東京都
スタンダード


